
一橋論叢 第八十七巻 第六号　（74）

ア
メ
リ
カ
統
一
商
事
法
典
に
お
け
る
動
産
善
意
取
得
に
つ
い
て

ま
え
が
き

　
動
産
の
善
意
取
得
に
関
す
る
研
究
は
、
比
較
法
的
に
は
ド
イ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

法
を
中
心
と
し
て
展
開
し
て
い
る
が
、
英
米
法
的
観
点
か
ら
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
＾
2
〕

を
加
え
る
研
究
も
近
時
有
カ
で
あ
る
。
し
か
し
英
米
法
に
言
及
す

る
文
献
で
あ
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
統
一
商
事
法
典
（
o
ま
o
・
目

O
o
昌
昌
雪
o
邑
O
o
ま
．
以
下
U
C
C
）
の
動
産
善
意
取
得
に
詳
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

く
論
及
し
た
も
の
は
少
な
い
。
そ
こ
で
本
論
稿
は
ぴ
C
C
第
二
－

四
〇
三
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
物
品
の
善
意
取
得
（
o
員
o
a
匡
亭

　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

唱
昌
5
器
o
｛
o
目
o
o
穿
）
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
の
成
立
経
違
・
構

成
要
件
・
機
能
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
論
に

入
る
に
先
立
ち
、
U
C
C
の
閑
o
o
ρ
巨
亭
と
権
原
・
所
有
権

　
＾
5
〕

（
ま
－
o
）
の
概
念
を
分
析
す
る
。

吉
　
　
　
田

直

　
o
q
o
a
童
ま
は
二
つ
の
条
文
で
定
義
さ
れ
て
い
る
。
U
C
C

全
編
に
適
用
さ
れ
る
一
般
的
定
義
と
し
て
第
一
ー
二
〇
一
条
十
九

項
は
、
「
当
該
行
為
ま
た
は
取
引
に
お
い
て
現
実
に
誠
実
な
こ
と

（
ぎ
篶
m
身
ヲ
ま
9
）
」
と
規
定
し
、
第
二
編
売
買
に
つ
い
て
第
二

－
一
〇
三
条
一
項
㈹
は
、
「
商
人
に
お
い
て
は
、
現
実
に
誠
実
で

あ
り
、
且
つ
、
当
該
商
業
に
お
け
る
公
正
な
取
引
に
関
す
る
合
理

的
商
事
基
準
を
遵
守
す
る
こ
と
」
と
規
定
す
る
。
こ
れ
ら
の
定
義

は
U
C
C
の
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
取
引
の
要
件
で
あ
る
こ
と
を

明
確
に
す
る
た
め
に
、
第
一
－
二
〇
三
条
は
、
「
こ
の
法
偉
に
お

け
る
契
約
・
義
務
の
履
行
・
強
制
は
、
誠
実
義
務
に
服
す
る
」
旨

　
、
＾
6
）

を
定
め
る
。
o
q
o
a
肇
ま
の
適
用
対
象
が
商
人
と
非
商
人
と
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
払
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
商

事
取
引
の
場
合
の
定
義
は
、
U
c
c
の
重
要
な
基
点
で
あ
り
、
商
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（ア5）　アメリカ統一商事法典における動産善意取得について

事
活
動
の
経
過
・
慣
習
お
よ
び
当
事
者
の
合
意
の
考
慮
と
と
も
に
、

個
人
の
活
動
に
自
由
を
与
え
、
恩
い
が
け
な
い
驚
き
と
計
略
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

個
人
を
守
る
も
の
で
あ
る
。
岬
o
a
邑
夢
は
U
C
c
申
に
約
五
〇

の
条
文
で
明
示
的
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
大
別
し
て
善
意
取
得
と

誠
実
履
行
（
o
貝
o
割
童
亭
喝
ユ
o
H
昌
彗
8
）
に
機
能
分
類
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

前
者
は
ア
メ
リ
カ
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
法
形
態
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
後
者
は
さ
ほ
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
。
U
C
C
は
、
双
方

の
岬
o
o
o
嚢
艘
を
採
用
し
た
。
前
者
は
原
則
と
し
て
主
観
的
要

素
つ
ま
り
精
神
状
態
に
関
連
す
る
も
の
で
、
一
方
当
事
者
が
、
善
意

に
よ
る
不
知
で
行
動
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
者
が
有
利
に
取
扱

わ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
客
観
的
要
素
、
つ
ま
り
商

　
　
　
　
　
　
　
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
）

事
的
妥
当
性
・
公
平
・
含
理
性
か
ら
決
定
さ
れ
る
。
U
C
C
で
は

o
q
o
o
印
｛
吐
ま
と
い
う
一
般
条
項
に
よ
っ
て
従
来
の
コ
モ
ン
．
ロ
ー

の
硬
直
性
・
形
式
性
か
ら
契
約
当
事
者
を
解
放
し
、
商
事
的
合
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
n
）

性
の
見
地
か
ら
法
を
柔
軟
且
つ
機
能
的
に
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
権
原
の
移
転
（
喀
ω
竃
o
q
①
o
二
巨
o
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

コ
モ
ン
・
ロ
ー
お
よ
び
統
一
売
買
法
（
d
■
ま
H
昌
ω
巴
窪
＞
9
以

下
U
S
A
）
で
は
、
契
約
当
事
者
の
法
偉
関
係
を
権
原
の
移
転
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
〕

問
題
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
権
原
は
ま
だ
売
主
の
側
に
留
ま
っ
て

い
る
の
か
、
あ
る
い
は
す
で
に
買
主
に
移
転
し
て
い
る
の
か
が
決

定
さ
れ
る
。
権
原
の
所
在
が
確
定
す
れ
ぱ
、
後
は
一
括
し
て
機
械

的
・
自
動
的
に
法
律
関
係
が
決
定
さ
れ
た
（
例
え
ぱ
、
代
金
請
求

訴
訟
U
S
A
第
六
三
条
一
項
、
買
主
の
救
済
同
第
六
六
条
、
滅
失

　
　
　
　
　
　
言
）

の
危
険
同
第
二
二
条
）
。
だ
が
権
原
概
念
が
、
実
体
の
な
い
観
念

上
の
存
在
物
で
あ
り
、
人
工
的
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
＾
当
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
竺

は
知
ら
れ
て
い
た
。
か
か
る
一
括
概
念
（
巨
旨
マ
o
昌
8
君
）
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
現
実
の
複
雑
な
契
約
関
係
を
解
決
す
る
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

不
可
能
に
な
っ
て
い
た
。
後
に
U
C
C
起
草
の
チ
ー
フ
レ
ポ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
g

1
に
な
る
ル
ウ
ェ
リ
ン
は
、
売
買
法
の
領
域
で
権
原
概
念
が
果
た

し
て
い
た
役
割
を
批
判
し
た
。
つ
ま
り
、
権
原
概
念
は
静
的
概
念

で
あ
り
、
そ
の
類
型
は
書
物
、
犬
、
家
と
い
っ
た
長
期
間
所
有
さ

れ
る
物
に
適
切
で
は
あ
っ
て
も
、
売
買
取
引
と
い
っ
た
本
質
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

動
的
で
あ
る
法
律
関
係
の
処
理
に
は
不
明
確
で
あ
る
。
U
C
C
は

こ
の
批
判
に
従
っ
て
、
権
原
概
念
の
重
要
性
を
放
棄
し
、
個
々
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
凹
〕

ケ
ー
ス
の
特
定
の
利
益
考
慮
に
よ
り
法
偉
関
係
を
決
定
す
る
こ
と

に
し
た
。
U
C
C
は
そ
の
コ
メ
ン
ト
で
、
売
買
取
引
の
法
律
上
の

結
論
は
当
事
者
の
契
約
関
係
と
行
為
に
よ
り
決
せ
ら
れ
る
こ
と
、

権
原
の
移
転
の
時
期
を
決
定
的
要
因
と
し
て
い
な
い
こ
と
、
当
事

者
の
現
実
の
関
係
と
行
動
（
有
形
的
性
楕
を
も
つ
語
句
・
行
動
）

に
ょ
る
証
明
を
強
調
し
、
抽
象
的
観
念
に
よ
る
決
定
を
避
け
て
い
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一橋論叢 第八十七巻 第六号　（76）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
①
）

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
U
C
C
は
売
買
取
引
の
動
的
性
格
を
考
慮
し
て
、
権
原
の
移
転

と
い
う
人
工
的
概
念
を
決
定
的
要
因
か
ら
排
除
し
、
重
要
度
を
引

下
げ
、
契
約
当
事
者
の
関
係
と
状
況
全
体
か
ら
法
偉
関
係
を
処
理

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
の
目
的
と
す
る
動
産
の
善
意
取
得

規
定
は
、
取
引
の
動
的
側
面
を
取
扱
う
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
所

有
権
の
長
期
間
の
静
的
問
題
を
取
扱
う
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、

そ
れ
故
、
あ
る
程
度
権
原
概
念
が
必
要
と
な
る
領
域
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
と
は
言
え
、
権
原
の
移
転
よ
り
も
む
し
ろ
当
事
者
の
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
1
〕

係
と
状
況
が
決
定
的
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
以
上
前
提
と
な

る
概
念
を
説
明
し
た
。
U
C
C
が
従
来
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
と
は
異

な
っ
た
法
理
論
体
系
を
有
し
て
い
る
点
に
留
意
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な

　
＾
η
）

ら
な
い
。

　
　
　
二
　
第
二
－
四
〇
三
条
一
項
の
取
消
可
能
権
原
法
理
と

　
　
　
　
　
　
個
別
的
例
外
規
定
に
よ
る
善
意
者
保
謹

　
ア
メ
リ
カ
法
の
根
本
原
則
は
、
「
何
人
も
自
己
の
有
す
る
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

の
権
利
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
に
示
さ
れ
る
如
く
、
原
則

と
し
て
所
有
者
は
自
己
の
同
意
な
く
権
利
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
反
面
、
買
主
を
し
て
警
戒
せ
し
め
よ
の
響
句
が
取
得
者
に
重

要
と
な
る
。
そ
れ
故
、
動
産
の
善
意
取
得
は
、
所
有
者
の
拘
東
な

き
所
有
権
追
及
原
則
に
対
す
る
例
外
的
権
利
喪
失
の
間
題
と
考
え

　
　
　
＾
2
3
〕

ら
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
法
は
、
こ
の
根
本
原
則
を
維
持
し
な
が

ら
も
、
善
意
取
得
者
の
保
謹
は
拡
大
し
つ
つ
あ
っ
た
。
拡
大
の
理

由
は
商
事
機
能
に
求
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
商
事
取
引
が
、
財
産
権

に
つ
い
て
の
念
入
な
調
査
を
す
る
こ
と
な
く
且
つ
財
産
の
占
有
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
4
）

信
頼
し
て
、
速
や
か
に
行
な
わ
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
U
c
c
第
二
－
四
〇
三
条
一
項
一
文
は
、
従
来
否
定
的
に
表
現

さ
れ
て
い
た
根
本
原
則
を
、
「
物
品
の
取
得
者
は
、
そ
の
移
転
者

が
有
し
た
－
…
す
べ
て
の
権
原
を
取
得
す
る
」
と
肯
定
的
に
規
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

す
る
が
、
根
本
原
則
を
受
け
継
い
で
い
る
。
ま
た
「
物
品
の
取
得

者
は
、
…
…
そ
の
移
転
者
が
移
転
す
る
権
能
を
有
し
て
い
る
す
べ

て
の
権
原
を
取
得
す
る
」
と
い
う
文
言
は
、
取
得
者
は
、
前
者
の

禁
反
言
則
、
表
見
代
理
、
代
理
法
等
の
権
利
を
援
用
で
き
る
こ
と

　
　
　
　
泰
〕

を
示
し
て
い
る
。
以
上
第
一
項
一
文
は
、
従
来
売
主
・
買
主
と
い

う
関
係
を
、
一
般
的
に
移
転
者
・
取
得
者
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で

規
定
し
て
い
る
。
次
に
第
二
文
は
例
外
的
に
原
所
有
者
が
そ
の
所

有
権
を
喪
失
す
る
状
況
を
、
「
取
消
可
能
な
権
原
（
く
o
己
き
一
Φ
亭

ま
）
を
有
す
る
者
は
、
善
意
有
償
取
得
者
（
o
q
o
邑
雪
艘
勺
膏
・

9
麸
實
｛
實
毒
－
冨
）
に
対
し
て
正
当
な
権
原
を
移
転
す
る
権
能
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（カ）　アメリカ統一商事法典における動産善意取得について

を
有
す
る
。
L
と
設
定
す
る
。
善
意
の
第
三
者
が
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ぱ
所
有
権
を
取
得
す
る
と
規
定
さ
れ
る
大
陸
法
と
は
根
本

的
に
異
な
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
取
消
可
能
権
原
法
理
に
よ
る
善
意
取
得
保
謹
は
、
唆
味
な
観
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
〕

で
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
批
判
も
あ
る
が
、
取

消
可
能
権
原
を
有
す
る
第
一
取
得
者
が
原
所
有
者
に
よ
る
取
消
権

の
行
使
以
前
に
善
意
の
第
三
取
得
者
に
転
売
す
れ
ぱ
、
第
三
取
得

者
は
原
所
有
者
の
取
消
権
か
ら
解
放
さ
れ
た
完
全
な
権
原
を
取
得

す
る
と
い
う
も
の
で
、
そ
の
法
律
効
果
は
所
有
者
の
所
有
権
追
及

　
　
　
　
　
（
鴉
）

効
の
排
除
で
あ
る
。
善
意
取
得
に
お
け
る
第
一
取
得
者
つ
ま
り
譲

渡
人
側
の
要
件
は
取
消
可
能
権
原
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

所
有
者
と
譲
渡
人
間
の
い
か
な
る
取
引
が
取
消
可
能
な
の
か
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
9
）

き
一
般
契
約
法
は
明
確
な
解
答
を
与
え
て
い
な
い
が
、
判
例
学
説

に
よ
れ
ぱ
、
未
成
年
者
・
精
神
障
害
者
・
飲
酒
癖
あ
る
者
に
よ
る

譲
渡
、
暴
カ
に
よ
る
強
制
的
（
だ
が
所
有
者
の
意
恩
が
完
全
に
は

除
外
さ
れ
て
い
な
い
）
譲
渡
、
最
も
一
般
的
に
は
詐
歎
的
不
実
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
）

示
に
よ
る
譲
渡
、
な
ど
が
該
当
す
る
。
譲
渡
人
は
所
有
者
と
の
関

係
で
は
何
ら
の
権
利
も
有
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
善
意
取
得
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
1
〕

と
の
間
で
は
完
全
な
権
原
を
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

所
有
者
の
権
利
喪
失
の
判
例
上
の
根
拠
は
、
所
有
者
の
譲
渡
意
思

で
あ
る
。
真
の
所
有
者
は
買
主
の
不
実
表
示
に
よ
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
少
な
く
と
も
権
原
を
移
転
す
る
と
意
図
し
た
と
考
え
ら
れ

　
　
　
　
＾
3
2
）

る
か
ら
で
あ
る
。
学
説
で
は
商
事
機
能
、
取
引
保
護
を
理
由
と
す

箏　
次
に
第
三
取
得
者
側
の
構
成
要
件
を
述
べ
る
。
ω
取
得
者
と
は
、

売
買
に
よ
る
取
得
者
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
割
引
、
証
券
的

譲
渡
、
低
当
権
、
そ
の
他
財
産
上
の
権
利
関
係
を
創
設
す
る
一
切

の
任
意
の
取
引
に
よ
り
、
取
得
者
と
な
る
（
U
c
c
第
一
－
二
〇

一
条
三
十
二
項
三
十
三
項
）
。
ω
有
償
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
財

産
的
価
値
あ
る
反
対
給
付
・
対
価
を
与
え
て
い
る
こ
と
（
第
一
－

二
〇
一
条
四
十
四
項
）
。
㈹
善
意
（
o
q
o
邑
邑
ま
）
で
あ
る
こ
と
、

但
し
悪
意
の
な
い
こ
と
は
要
件
で
は
な
い
。
こ
の
二
つ
の
要
件
は

結
果
に
相
違
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
つ
ま
り
所
有
者
の
取
消
権
を
認

識
し
て
い
る
取
得
者
は
、
岬
o
邑
雪
亭
に
行
動
し
た
と
は
い
え

な
い
の
で
、
こ
の
区
別
を
止
め
、
o
目
o
a
皆
｛
ま
ひ
と
つ
に
包
摂
し

た
の
で
あ
る
。
商
人
と
非
商
人
と
で
は
、
内
容
が
相
違
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
ω
取
得
者
の
占
有
取
得
は

要
件
で
は
な
い
。
取
得
者
は
、
当
事
者
間
の
明
白
な
合
意
に
よ
っ

て
、
あ
る
い
は
U
C
C
の
規
定
に
よ
り
所
有
権
が
移
転
す
る
時
期

か
ら
（
第
二
－
四
〇
一
条
）
、
出
有
取
得
に
拠
る
こ
と
な
く
保
護

澗3
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一
糾
）

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
第
一
項
三
文
の
個
別
的
例
外
規
定
に
よ
る
善
意
者
保
護

に
入
る
。
こ
の
場
合
に
も
、
当
事
者
聞
の
関
係
・
状
況
と
譲
渡
人

の
権
原
移
転
権
能
を
中
心
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
「
物
品
が
取
得

た
る
取
引
（
弍
彗
窒
邑
昌
o
｛
宅
昌
巨
器
）
に
よ
り
引
渡
さ
れ
た

と
き
は
、
左
記
の
場
含
で
あ
っ
て
も
、
（
第
一
）
取
得
者
は
正
当

な
権
原
を
移
転
す
る
権
能
を
有
す
る
、
ω
移
転
者
が
（
第
一
）
取

得
者
の
同
一
性
に
関
し
て
歎
か
れ
た
場
合
、
㈹
引
渡
が
小
切
手
と

引
換
に
な
さ
れ
だ
が
そ
の
小
切
手
の
支
払
が
後
で
拒
絶
さ
れ
た
場

合
、
ω
取
引
は
「
現
金
売
買
」
で
あ
る
こ
と
が
合
意
さ
れ
た
場
合
、

㈹
引
渡
が
刑
法
上
の
詐
歎
罪
と
し
て
処
罰
を
受
け
る
詐
歎
に
よ
り

な
さ
れ
た
場
合
。
」
と
四
つ
の
個
別
的
例
外
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　
U
C
C
以
前
で
は
、
所
有
者
・
第
一
取
得
者
間
の
取
引
は
取
消

可
能
よ
り
無
効
な
も
の
が
多
か
っ
た
の
で
、
取
消
可
能
権
原
法
理

に
よ
る
善
意
者
保
護
は
さ
ほ
ど
強
カ
な
武
器
で
は
な
か
っ
た
。
そ

こ
で
U
C
C
は
従
来
無
効
と
考
え
ら
れ
て
い
た
取
引
を
取
消
可
能

と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
善
意
取
得
者
の
保
護
を
拡
大
す
る
こ
と

　
　
＾
舶
）

に
し
た
。
U
C
C
は
四
つ
の
個
別
規
定
を
取
消
可
能
法
理
の
適
用

事
例
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
法
体
系
的
に
観
る
と
、

む
し
ろ
、
二
文
の
当
法
理
の
法
偉
効
果
を
援
用
す
る
よ
う
に
指
示

し
て
い
る
こ
と
、
取
消
可
能
権
原
と
い
う
用
語
を
使
用
す
る
こ
と

な
く
適
用
状
況
を
例
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
別
規
定
は
独
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
筆

の
例
外
規
定
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
共
通
の
要
件
た
る
「
取
得
た

る
取
引
」
と
「
引
渡
」
に
つ
い
て
述
べ
る
。
前
者
は
、
物
品
小
法

律
行
為
た
る
合
意
に
よ
り
物
権
的
に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
占
有
離
脱
物
、
使
用
賃
借
人
・
借
主
か
ら
の
譲
渡
に
つ
い

て
は
、
善
意
取
得
は
生
じ
な
い
こ
と
に
な
る
。
後
者
は
、
第
一
取

得
者
が
所
有
者
の
同
意
に
よ
っ
て
物
品
の
占
有
を
取
得
す
る
こ
と
、

お
よ
ぴ
転
売
時
に
物
品
を
占
有
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
但

し
引
渡
に
は
直
接
的
・
間
接
的
占
有
移
転
の
双
方
が
合
ま
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

第
三
取
得
者
側
の
要
件
は
、
善
意
有
償
取
得
で
あ
る
。

　
次
に
㈲
～
㈹
の
個
別
的
規
定
を
概
観
す
る
。
㈲
第
一
取
得
者
が
、

自
己
の
同
一
性
に
つ
き
欺
岡
す
る
こ
と
に
よ
り
、
所
有
者
を
売
買

契
約
締
結
と
占
有
引
渡
に
至
ら
し
め
る
如
き
場
合
で
あ
る
。
次
の

三
つ
の
類
型
が
あ
る
。
ω
第
一
取
得
者
が
、
所
有
者
と
対
面
取
引

に
お
い
て
不
実
の
名
で
詐
歎
に
よ
り
物
品
を
取
得
す
る
場
合
、
回

不
実
の
名
を
用
い
た
伝
達
手
段
（
手
紙
・
電
話
．
電
報
等
）
の
場

合
、
㈹
不
実
の
本
人
の
代
理
人
と
し
て
取
得
す
る
場
合
。
ω
は
、

コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
お
い
て
も
所
有
者
は
対
面
相
手
の
第
一
取
得
者

に
物
品
を
移
転
す
る
意
図
を
有
す
る
の
で
、
取
消
可
能
な
取
引
と

764



（79）　アメリカ統一商事法典における動産善意取得について

な
り
、
そ
れ
故
善
意
取
得
は
可
能
で
あ
っ
た
。
だ
が
ω
・
側
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
の
意
恩
は
、
詐
取
者
で
は
な
く
不
実
の
本
人
に

権
原
を
移
転
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
原
取
引
は
無
効
と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
8
〕

善
意
取
得
の
生
じ
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
U
C
C
は
、
第
三
取
得

者
の
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
欺
岡
の
種
類
に
よ
る
区
別
を
廃
止
し

て
、
第
一
取
得
者
の
同
一
性
に
つ
き
歎
か
れ
た
場
合
と
規
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
三
つ
の
類
型
の
す
ぺ
て
を
取
り
込
む
こ
と
と
し
た
。

解
釈
上
注
意
さ
れ
る
べ
き
点
と
し
て
は
、
次
の
㈹
ω
㈹
と
も
共
通

し
て
、
第
一
取
得
者
が
取
消
可
能
権
原
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
は

要
件
で
は
な
い
こ
と
、
一
定
の
関
係
・
状
況
が
あ
れ
ぱ
、
法
律
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
犯
）

係
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
㈹
、
］
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
、
最

終
的
な
支
払
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
所
有
者
は
権
原
を
移
転
す
る
意

思
は
な
い
の
で
、
支
払
が
な
け
れ
ば
、
原
取
引
は
無
効
で
あ
り
、

拘
東
な
き
所
有
権
の
追
及
効
に
よ
り
、
第
三
取
得
者
の
利
益
が
害

さ
れ
て
い
た
。
買
主
側
か
ら
み
れ
ば
、
徹
底
し
た
調
査
が
必
要
と

な
り
、
そ
れ
故
全
体
と
し
て
商
事
取
引
の
利
益
と
物
品
の
商
品
性

、
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
U
C
C
は
従
来
の
立
場
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ω
）

変
更
し
善
意
取
得
を
可
能
に
し
た
。
ω
、
㈹
と
同
様
に
、
所
有
者

が
占
有
を
第
一
取
得
者
に
移
転
し
て
い
て
も
、
現
金
売
買
の
合
意

が
あ
る
場
合
に
は
、
権
原
は
支
払
が
な
け
れ
ぱ
移
転
し
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
a
〕

う
コ
モ
ン
．
ロ
ー
の
原
則
を
変
更
し
た
。
㈲
ω
㈹
に
つ
き
第
三
者

保
謹
理
由
は
、
商
事
政
策
か
ら
み
れ
ぱ
、
通
商
の
自
由
な
流
れ
を

確
保
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
所
有
者
の
帰
責
事
由
と
し

て
、
所
有
者
は
、
第
三
取
得
者
と
比
較
し
て
、
㈲
で
は
よ
り
容
易

に
第
一
取
得
者
の
同
一
性
を
確
認
で
き
た
こ
と
、
㈹
ω
で
は
、
第

一
取
得
者
の
口
座
を
調
査
で
き
た
こ
と
、
た
と
え
調
査
・
決
定
で

き
な
く
と
も
不
信
が
あ
れ
ぱ
、
支
払
が
あ
る
ま
で
引
渡
を
留
保
す

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
損
失
の
シ
フ
ト
と
拡
散
（
個
格
や
保
険
に

よ
り
）
す
る
に
つ
き
第
三
取
得
者
よ
り
有
利
な
立
場
に
居
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
＾
4
2
）

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
㈹
、
コ
モ
ン
・
口
、
で
は
、
刑
法
上
の
詐

歎
罪
に
該
当
す
る
取
引
は
無
効
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
第
三
取
得
者

に
善
意
取
得
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
だ
が
刑
法
上
の
詐
歎
の
定
義

が
法
域
に
よ
り
不
統
一
で
あ
っ
た
た
め
混
乱
が
生
じ
て
い
た
こ
と
、

ま
た
、
私
法
上
の
問
題
が
刑
法
上
の
制
裁
に
依
存
せ
し
め
ら
れ
て

い
る
と
い
う
批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
、
U
C
C
は
詐
歎
行

為
に
よ
る
占
有
引
渡
を
刑
法
上
の
定
義
か
ら
解
放
し
、
刑
法
と
の

　
　
　
　
＾
蝸
）

錯
綜
を
避
け
た
。
ま
た
盗
品
・
遺
失
物
・
反
抗
し
が
た
き
暴
カ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
竺

よ
る
強
制
的
占
有
引
渡
の
場
合
は
当
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
。

　
第
一
項
に
よ
る
善
意
取
得
者
保
護
は
、
コ
モ
ン
・
回
1
に
較
ぺ

て
、
適
用
領
域
を
拡
大
し
て
は
い
る
が
、
拘
東
な
き
所
有
権
の
追
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及
と
い
う
原
則
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
規
定
の
構
成
は
、
所
有
者

が
権
利
を
喪
失
す
る
場
合
と
し
て
、
第
一
取
得
者
が
取
消
う
べ
き

権
原
を
有
し
て
い
る
か
、
ま
た
移
転
権
能
を
有
す
る
状
況
、
か
ら

成
立
し
て
い
る
。
o
o
o
a
童
；
の
内
容
が
私
人
と
商
人
で
は
異
な

っ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

三
　
第
二
－
四
〇
三
条
二
項
の
商
人
か
ら
の
善
意
取
得

　
第
二
項
は
「
同
種
の
物
品
を
取
扱
う
商
人
へ
の
物
品
の
占
有
委

託
は
、
委
託
者
の
す
べ
て
の
権
利
を
通
常
の
取
引
過
程
に
お
け
る

買
主
に
移
転
す
る
権
能
を
、
そ
の
商
人
に
付
与
す
る
」
と
規
定
す

る
。
そ
れ
故
、
譲
渡
人
が
商
人
で
あ
る
か
否
か
の
区
別
は
第
三
取

得
者
に
と
り
重
大
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
U
C
C
と
異
な

り
従
来
コ
モ
ン
・
ロ
ー
で
は
禁
星
言
則
を
援
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

善
意
取
得
者
を
保
護
し
て
い
る
。
ま
ず
民
事
取
引
で
は
他
人
へ
の

古
有
委
託
だ
け
で
は
、
所
有
者
た
る
外
観
を
付
与
す
る
と
は
考
え

ら
れ
て
い
な
い
。
占
有
保
持
か
ら
だ
け
で
は
明
白
に
所
有
権
を
推

論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
所
有
者
が
占
有
を
手

放
す
こ
と
は
異
例
の
こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
も
な
く
ぱ

修
理
の
た
め
に
自
己
の
時
計
を
時
計
屋
に
預
け
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
老
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
占
有
プ
ラ
ス
権

原
の
徴
懸
（
ま
昌
o
討
o
｛
睾
一
〇
例
え
ぱ
売
買
証
明
書
、
受
領
記
載

の
あ
る
勘
定
書
、
所
有
権
証
明
書
、
登
録
証
書
を
有
し
て
い
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
5
〕

と
）
が
、
第
一
取
得
者
の
権
利
外
観
を
創
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
商
人
と
の
取
引
で
占
有
の
外
に
書
面
に
よ
る
（
売
買
又

は
取
得
）
証
書
を
要
件
と
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
な
ぜ

な
ら
ぱ
、
第
三
敢
得
者
た
る
買
主
が
商
人
か
ら
の
買
入
に
際
し
取

得
証
明
書
の
呈
示
を
要
求
す
る
こ
と
は
通
常
の
慣
例
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
コ
モ
ン
・
ロ
ー
は
商
事
基
準
を
考
慮
し
て
、

商
人
か
ら
の
取
得
の
場
合
に
は
、
権
原
の
徴
鰯
の
要
件
を
放
棄
し

占
有
を
、
所
有
権
あ
る
い
は
処
分
権
の
表
見
要
件
事
実
と
す
る
に

至
っ
た
が
、
同
時
に
所
有
者
の
意
思
を
尊
重
し
、
所
有
者
が
物
品

を
「
転
売
の
た
め
に
」
商
人
に
引
渡
し
た
場
合
に
限
定
し
て
、
善

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
価
〕

意
者
保
謹
の
拡
大
を
限
定
し
た
。
こ
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
考
え
は
、

緩
和
さ
れ
た
禁
反
言
則
と
し
て
、
統
一
担
保
荷
物
保
管
証
法

（
d
ま
昌
冒
H
昌
黒
肉
①
邑
官
ω
＞
g
）
お
よ
び
問
屋
法
（
霊
g
o
鶉
．

＞
o
汁
）
で
制
定
法
化
さ
れ
た
。
だ
が
例
え
ぱ
善
意
取
得
者
が
問
星

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

法
で
保
護
さ
れ
る
た
め
に
は
、
物
品
が
所
有
者
に
よ
り
問
屋
に
転

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

売
の
目
的
の
た
め
に
委
託
さ
れ
、
且
つ
通
常
の
取
引
過
程
で
処
理

さ
れ
て
い
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
民
事
取
引
よ
り
は
緩
和
さ
れ
て

い
る
と
は
い
え
第
三
取
得
者
に
と
り
依
然
厳
楕
な
要
件
を
満
た
さ
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＾
〃
〕

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
U
C
C
以
前
の
法
律
状
況
は
、

所
有
者
の
権
利
保
謹
を
原
則
と
し
て
、
善
意
敢
得
者
が
保
護
さ
れ

る
た
め
に
は
相
当
厳
楕
な
要
件
を
充
足
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と

い
う
困
難
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
U
C
C
は
、
善
意
取
得
者
の
保
謹
を
拡
大
し
て
い
る
。
転
売
の

、
　
　
、

目
的
の
た
め
に
物
品
を
商
人
に
引
渡
す
と
い
う
要
件
を
、
単
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

商
人
へ
の
委
託
で
足
り
る
と
す
る
。
だ
が
所
有
者
に
よ
る
委
託
の

場
合
に
限
っ
て
、
商
人
の
占
有
を
善
意
保
謹
の
た
め
の
十
分
な
表

見
事
実
と
す
る
。
従
ウ
て
U
C
C
の
拡
大
は
、
さ
ほ
ど
広
範
囲
に

　
　
　
　
　
　
＾
4
8
〕

及
ぶ
も
の
で
は
な
い
。
時
計
の
例
で
言
え
ぱ
、
所
有
者
が
自
己
の

時
計
を
、
時
計
販
売
業
も
営
む
貴
金
属
商
に
修
理
に
出
し
た
場
合

に
は
、
通
常
の
取
引
過
程
に
お
け
る
買
主
へ
の
貴
金
属
商
に
よ
り

な
さ
れ
た
売
却
だ
け
が
完
全
な
権
原
を
買
主
に
移
転
す
る
の
で
あ

＾
4
9
〕

る
。
次
に
第
二
項
の
構
成
要
件
を
考
察
す
る
。

　
ω
、
売
主
は
商
人
で
あ
る
こ
と
、
商
人
の
定
義
は
、
第
二
－
一

〇
四
条
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
如
く
、
具
体
的
な
取
引
の
種
類

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
0
〕

に
関
す
る
専
門
的
商
事
知
識
を
基
準
と
し
て
い
る
。
②
、
商
人
は

同
種
の
物
品
を
取
扱
っ
て
い
る
こ
と
。
U
C
C
は
、
こ
の
要
件
に

よ
づ
て
善
意
取
得
に
と
っ
て
決
定
的
と
な
る
売
主
の
範
囲
を
、
営

業
取
引
を
営
ん
で
い
名
商
人
に
限
定
す
る
。
営
業
を
な
す
商
人
に

限
り
、
占
有
に
よ
る
所
有
権
、
処
分
権
に
関
す
る
売
却
資
格
の
推

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
班
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

定
が
許
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
倒
、
商
人
が
物
品
の
占
有
を
委
託
さ

れ
た
こ
と
。
第
三
項
は
委
託
（
雪
ヰ
畠
庄
奏
）
を
「
一
切
の
引
渡

お
よ
び
占
有
の
保
持
に
つ
い
て
の
黙
認
を
含
む
…
：
」
と
定
義
し

て
い
る
。
委
託
に
は
、
占
有
の
引
渡
と
、
す
で
に
物
晶
を
占
有
し

て
い
る
商
人
が
売
却
の
後
、
新
所
有
者
の
同
意
に
よ
っ
て
引
続
き

物
品
を
占
有
す
る
こ
と
、
の
二
つ
の
態
様
が
あ
る
。
前
者
が
占
有

引
渡
に
よ
る
委
託
で
あ
り
、
商
人
は
所
有
者
の
意
恩
に
よ
り
物
品

を
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
後
者
は
、
商
人
の
占

有
の
ま
ま
な
さ
れ
た
所
有
権
譲
渡
後
の
物
品
の
所
持
を
、
U
C
C

は
商
人
へ
の
占
有
引
渡
と
同
一
視
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

後
者
は
特
に
譲
渡
人
の
二
重
売
買
に
関
連
し
て
い
る
。
U
C
C
は

譲
渡
人
の
占
有
に
留
ま
っ
て
い
る
物
品
の
二
重
売
買
の
間
題
を
善

意
取
得
で
解
決
す
る
。
第
二
買
主
は
、
物
品
の
占
有
を
取
得
す
る

こ
と
、
お
よ
び
占
有
取
得
時
に
第
一
売
買
の
認
識
を
有
し
て
い
な

い
こ
と
、
の
要
件
を
備
え
れ
ぱ
、
所
有
権
を
善
意
取
得
す
る
。
ま

た
U
C
C
は
、
委
託
に
対
し
て
、
所
有
者
の
意
思
に
よ
る
占
有
引

渡
権
を
要
求
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
商
人
か
ら
の
取
得
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
協
〕

も
、
占
有
離
脱
物
に
つ
い
て
は
善
意
取
得
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。

第
三
項
の
「
…
－
両
当
事
者
間
で
引
渡
お
よ
び
黙
認
に
つ
き
明
示
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的
に
表
明
さ
れ
た
い
か
な
る
条
件
に
も
拘
ら
ず
…
－
」
と
い
う
こ

　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

と
は
、
物
品
が
い
か
な
る
目
的
の
た
め
に
引
渡
さ
れ
た
か
は
問
題

で
は
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ω
、
取
得
者
は
、
通
常
の
取

引
過
程
に
お
け
る
買
主
（
σ
ξ
o
二
冒
含
皇
墨
｛
8
昌
閉
①
o
｛
げ
冨
－
－

篶
覇
）
で
あ
る
こ
と
。
第
一
－
二
〇
一
条
九
項
一
文
は
、
「
通
常
の

取
引
過
程
に
お
け
る
買
主
」
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
同
種
の

物
品
の
売
却
を
営
業
と
す
る
者
か
ら
、
善
意
に
（
ぎ
o
目
o
3
雪
；
）
、

1
そ
の
売
却
が
そ
の
物
品
に
つ
い
て
の
第
三
者
の
所
有
権
も
し

く
は
担
保
を
侵
害
す
る
こ
と
の
認
識
な
し
に
1
通
常
の
過
程
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔓
）
　
　
　
　
’

買
入
れ
た
者
を
い
い
、
質
営
業
者
を
含
ま
な
い
。
こ
の
定
義
は
次

の
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
一
に
、
取
得
者
は
買
主
で
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
、
商
人
か
ら
の
取
得
の
場
合
に
は
担
保
権
者
は
含
ま
れ
な

い
。
第
二
に
、
通
常
の
過
程
に
お
い
て
買
入
た
る
こ
と
、
買
入
と

は
、
現
金
払
い
、
他
の
財
産
と
の
交
換
、
担
保
付
あ
る
い
は
無
担

保
の
信
用
、
に
よ
る
も
の
の
何
れ
で
も
よ
く
、
既
存
の
売
買
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
脚
）

に
基
づ
く
物
品
ま
た
は
権
原
証
券
の
受
領
を
含
ん
で
い
る
、
一
般

的
原
則
は
通
常
の
過
程
に
お
い
て
棚
卸
財
産
か
ら
買
入
れ
た
者
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
“
〕

保
護
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
常
の
過
程
に
属
さ
な
い
買
入

に
は
、
閉
店
後
の
買
入
、
同
一
の
業
務
執
行
者
が
、
売
買
契
約
を

締
結
す
る
場
合
、
公
の
競
売
に
よ
る
物
品
の
買
入
な
ど
で
あ
る
。

第
三
に
、
対
立
す
る
第
三
考
の
権
利
を
認
識
す
る
こ
と
な
く
取
引

し
た
こ
と
、
こ
の
場
合
の
認
識
（
－
昌
o
色
＆
o
q
o
）
と
は
、
当
然
知

り
え
た
と
認
め
ら
れ
る
揚
合
で
は
な
く
、
事
実
に
つ
き
現
実
の
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竈
〕

識
を
有
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
、
従
っ
て
過
失
に
よ
る
不
知
の
場

合
で
は
な
い
。
第
四
に
、
商
人
か
ら
の
取
得
に
際
し
敢
得
者
は
善

意
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
、
こ
れ
に
よ
り
重
過
失
に
よ
る
不
知
の

場
合
に
は
買
主
は
保
謹
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
第
五
に
、
買
主
に
よ
る
上
］
有
取
得
が
要
件
か
否
か
に
つ
き
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
研
）

解
は
分
か
れ
て
い
る
が
、
否
定
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

　
商
人
か
ら
の
敢
得
の
場
合
に
は
、
私
人
の
そ
れ
と
較
べ
て
要
件

が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
所
有
者
に
よ
る
委
託
の
場
合
に
は
、
商
人

の
占
有
は
単
独
の
外
観
要
件
事
実
に
高
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
故
次
の
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
。
ω
商
人
は
有
効
な
法
律
関
係

に
基
づ
い
て
物
品
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
い
か
力
る
方

法
に
よ
っ
て
法
律
行
為
が
成
立
し
た
の
か
、
ω
占
有
の
外
に
権
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

あ
る
い
は
代
理
権
の
徴
懸
を
有
し
て
い
る
こ
と
、
㈲
所
有
者
が
転

労
ぴ
印
帥
の
た
め
に
商
人
に
物
品
を
委
託
し
た
こ
と
。
こ
σ
三
つ

の
点
で
民
事
取
引
よ
り
緩
和
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
緩
和
は
現
実

の
適
用
に
お
い
て
は
特
定
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
躯
）

記
の
第
二
－
四
〇
三
条
二
項
の
示
す
通
り
で
あ
る
。
第
二
項
の
構

867



（83）　アメリカ統一商事法典に捌ナる動産善意取得について

造
を
み
れ
ば
、
委
託
の
場
合
を
、
権
原
移
転
の
間
題
の
観
点
か
ら

よ
り
も
、
む
し
ろ
商
人
が
買
主
に
対
す
る
移
転
権
能
を
与
え
ら
れ

る
一
釘
に
奮
当
薯
の
関
係
．
周
辺
状
況
を
中
心
に
規
定
さ
れ

て
い
る
。

　
U
C
C
自
体
は
明
確
に
は
善
意
保
謹
規
定
の
根
本
思
想
を
述
べ

て
い
な
い
。
文
献
の
支
配
的
見
解
は
、
善
意
保
護
の
正
当
化
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

を
流
通
の
保
護
に
求
め
て
い
る
。
商
事
機
能
に
求
め
る
見
解
も
有

　
　
＾
6
1
）

カ
で
あ
る
。
基
準
は
、
法
偉
行
為
の
妨
害
な
き
清
算
お
よ
ぴ
物
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
硯
）

の
譲
渡
可
能
性
に
関
す
る
権
利
流
通
の
利
益
で
あ
る
。
商
品
は
通

　
　
　
　
　
　
　
　
（
蘭
）

商
の
流
れ
の
な
か
に
あ
る
の
で
、
商
品
の
市
場
性
を
高
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
＾
6
9
〕

が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
U
C
C
は
そ
れ
故
、
善
意
取
得
者
保
護

の
拡
大
の
正
当
化
事
由
を
、
与
因
主
義
・
危
険
主
義
に
求
め
る
よ

り
は
む
し
ろ
U
C
C
は
法
政
策
的
に
通
薦
の
拘
束
な
き
流
れ
を
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
砧
〕

護
す
る
立
場
を
選
択
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

四
　
あ
と
が
き

　
ア
メ
リ
カ
U
C
C
に
お
け
る
動
産
善
意
取
得
制
度
を
諭
じ
て
き

た
が
、
法
理
論
的
に
は
、
商
人
と
非
商
人
の
区
別
を
同
一
法
体
系

の
な
か
で
実
現
し
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
単
一
の
法
典
中
に
、

．
商
人
基
準
を
中
心
と
し
た
ル
ー
ル
を
設
定
す
る
が
、
反
面
、
専
門

的
知
識
を
有
さ
な
い
者
（
例
え
ぱ
消
費
者
）
の
貴
任
を
軽
減
す
る

こ
と
に
よ
b
、
商
事
社
会
に
お
け
る
商
品
の
流
通
を
全
体
と
し
て

高
め
る
、
つ
ま
り
物
品
の
商
品
性
を
向
上
さ
せ
る
と
い
う
、
統
一

し
た
基
本
的
政
策
法
理
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
U
C
C

に
お
け
る
動
産
善
意
取
得
制
度
の
保
護
理
由
を
、
第
一
取
得
者
・

善
意
取
得
者
間
の
民
事
的
理
由
付
け
つ
ま
り
「
所
有
者
の
所
有
権

保
有
利
益
」
と
「
取
得
者
の
信
頼
利
益
」
の
個
人
的
利
益
対
立
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
一
　
　
　
　
　
　
　
　
一
α
一

利
益
衡
量
の
問
題
と
捉
え
た
り
、
禁
屡
言
的
与
因
主
義
・
危
険
主

義
で
処
理
す
る
こ
と
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
基
本
的
に
U

C
C
は
商
事
取
引
の
は
じ
め
か
ら
お
わ
り
ま
で
の
間
に
通
常
生
ず

る
す
べ
て
の
局
面
を
取
扱
う
も
の
で
あ
る
の
で
こ
の
通
商
の
自
由

な
流
れ
を
阻
害
し
な
い
た
め
に
、
U
C
C
は
商
事
政
策
的
に
善
意

取
得
者
の
側
を
保
謹
す
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
だ
が
起
草
者

は
慎
重
で
あ
る
。
所
有
者
の
所
有
権
追
及
効
を
原
則
と
し
つ
つ
、

つ
ま
り
商
事
社
会
に
お
い
て
は
善
意
取
得
と
の
関
連
に
お
い
て
も

相
当
の
理
由
な
く
所
有
権
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
し
な
が
ヶ
、

一
定
の
当
事
者
間
の
関
係
・
法
状
況
が
生
じ
れ
ぱ
、
第
一
取
得
者

は
善
意
取
得
者
に
、
権
原
・
権
利
を
移
転
す
る
権
能
を
有
す
る
と

規
定
す
る
。
結
果
的
に
取
得
す
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
善
意
取
得

者
が
権
利
を
取
得
す
る
と
は
構
成
さ
れ
て
い
な
い
。
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最
後
に
、
U
C
C
と
西
ド
イ
ツ
と
の
比
鮫
を
参
考
の
た
め
に
示

す
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
善
意
保
護
規
定
は
、
ω
無
因
主
義
②
譲
渡

人
の
ト
ロ
有
を
単
独
の
表
見
事
実
と
見
る
、
に
よ
り
特
徴
付
け
ら

れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
保
謹
さ
れ
る
範
囲
は
広
い
。
B
G
B
は
占
有

に
所
有
権
推
定
を
付
与
す
る
第
一
〇
〇
六
条
に
よ
っ
て
、
九
三
二

条
以
下
で
譲
渡
人
の
占
有
を
単
独
の
外
観
要
件
事
実
と
す
る
。
無

権
利
者
が
い
か
な
る
方
法
に
よ
っ
て
物
品
を
取
得
し
た
の
か
は
、

占
有
離
脱
物
を
別
と
し
て
（
金
銭
、
無
記
名
証
券
、
指
図
証
券
の

場
合
と
は
占
有
の
権
利
外
観
効
が
回
復
す
る
）
、
原
則
的
に
問
題

に
な
ら
な
い
。
同
時
に
ド
イ
ツ
で
は
所
有
権
の
譲
渡
を
無
因
的
物

権
契
約
と
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
原
因
関
係
の
暇
疵
に
拘
わ
り

な
く
（
有
効
な
売
買
契
約
が
な
く
と
も
）
、
取
得
者
は
保
護
さ
れ

る
。
B
G
B
の
原
則
は
商
事
取
引
に
適
用
さ
れ
、
商
人
か
ら
の
取

得
の
場
合
に
は
、
処
分
権
に
関
す
る
善
意
も
保
謹
さ
れ
る
．
（
H
G

B
第
三
六
六
条
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
U
C
C
で
は
、
譲
渡
人
の

占
有
は
単
独
の
外
観
要
件
事
実
で
は
な
く
、
無
因
主
義
も
採
用
し

て
い
な
い
。
商
人
か
ら
の
取
得
の
場
合
で
す
ら
、
所
有
者
の
委
託
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
8
〕

営
業
者
た
る
商
人
と
い
う
付
加
的
事
実
が
必
要
で
あ
る
。

　
私
人
か
ら
の
取
得
の
場
合
、
U
C
C
は
、
取
消
可
能
権
原
法
理
、

個
別
的
例
外
規
定
、
禁
反
言
則
・
表
見
代
現
（
第
一
－
一
〇
三
条

の
法
典
外
ル
ー
ル
の
補
充
適
用
）
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
。
だ
が
ド

イ
ツ
法
と
比
較
し
て
、
賃
借
人
、
借
主
か
ら
の
善
意
取
得
の
成
立

が
阻
止
さ
れ
る
点
で
狭
い
が
、
反
面
、
所
有
者
は
保
護
さ
れ
る
。

売
主
が
商
人
で
あ
る
場
含
に
は
、
所
有
者
に
よ
る
委
託
と
通
常
の

取
引
の
範
囲
内
の
買
主
を
要
件
と
す
る
点
で
ド
イ
ツ
法
よ
り
、
所

有
者
を
保
謹
し
て
い
る
と
い
え
る
。
だ
が
ド
イ
ツ
法
と
同
様
に
商

人
の
処
分
権
に
つ
き
、
「
取
得
者
は
通
常
の
取
引
過
程
で
買
入
る
」

と
い
う
U
C
C
の
要
件
は
、
H
G
B
第
三
六
六
条
の
「
商
人
が
そ

の
枠
楚
卯
紛
浄
ρ
際
レ
、
自
已
に
属
せ
ざ
る
動
産
を
譲
渡
し
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
9
〕

…
」
と
、
あ
る
程
度
一
致
す
る
。
占
有
離
脱
物
に
つ
い
て
は
、
本
論

中
で
述
べ
た
よ
う
に
U
C
C
は
善
意
取
得
を
排
除
し
て
い
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
）

の
点
で
B
G
B
第
九
三
五
条
一
項
と
類
似
す
る
。
ド
イ
ツ
法
は
有

効
な
原
因
関
係
お
よ
び
反
対
給
付
を
要
求
し
て
い
な
い
点
で
、
U

C
C
と
異
な
る
。
有
効
な
原
因
行
為
が
欠
嵌
し
て
い
て
も
、
無
因

主
義
の
縞
果
善
意
取
得
が
生
じ
、
ま
た
無
償
取
得
も
認
め
ら
れ
て

　
＾
π
）い

る
。
U
C
C
と
ド
イ
ツ
法
を
比
較
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

表
面
的
な
解
釈
上
の
比
較
に
す
ぎ
な
い
。
「
所
有
権
取
得
構
成
」

と
「
所
有
権
喪
失
構
成
」
と
で
は
、
根
本
的
に
異
な
る
こ
と
が
留

意
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
U
α
C
の
適
用
範
囲
は
生
産
者
↓
卸
売
商
↓
小
売
商
↓
消
費
者

η0



アメリカ統一商事法典における動産善意取得について（85）

へ
の
商
晶
の
流
れ
、
お
よ
ぴ
そ
の
間
の
小
払
手
段
・
信
用
関
係
の

処
理
に
及
ぶ
広
範
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
で
善
意
取
得
制
度
の

占
め
る
位
置
が
考
察
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
例
え
ぱ
伊
藤
高
義
「
民
法
第
一
九
二
条
に
お
け
る
所
有
権
取
得

　
構
成
i
ド
イ
ツ
法
と
の
対
比
に
よ
る
批
判
－
」
『
法
政
論
築
』

　
三
十
四
号
、
一
九
六
六
年
、
一
頁
、
安
永
正
昭
「
動
産
の
善
意
取
得

　
制
度
に
つ
い
て
の
一
考
察
ー
い
わ
ゆ
る
上
］
有
の
権
利
外
観
効
を
中

　
心
と
し
て
ー
」
『
法
学
論
薙
』
八
八
巻
四
・
五
・
六
号
、
一
九
七

　
一
年
、
二
七
二
頁
、
武
久
征
治
「
善
意
取
得
制
度
に
お
け
る
帰
黄
理

　
識
の
一
考
察
　
　
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近
の
動
向
を
中
心
と
し
て

　
－
」
『
彦
根
論
叢
』
　
一
七
一
号
、
一
九
七
五
年
、
二
〇
頁
。

（
2
）
　
喜
多
了
祐
『
外
観
優
越
の
法
理
』
千
倉
書
房
、
一
九
七
六
年
、

　
五
四
六
－
六
六
五
頁
。

（
3
）
　
近
時
西
ド
イ
ツ
で
も
U
C
C
の
動
産
善
意
取
得
に
関
す
る
詳
細

　
な
研
究
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
本
論
文
は
同
書
に
負
う
と
こ
ろ
が
多

　
い
。
勺
h
Φ
↓
ω
甘
、
－
）
－
o
＞
目
蜆
峯
o
津
自
目
o
司
　
o
o
餉
o
自
一
胴
－
距
自
一
〕
o
自
蜆
蜆
o
す
一
］
庁
目
o
蜆

　
σ
o
山
昌
〆
彗
｛
σ
9
毒
o
q
＝
o
意
『
ω
閏
o
げ
彗
｛
目
葭
昌
o
邑
｛
彗
鶉
9
彗

　
■
o
o
げ
“
　
O
自
『
o
巨
O
＾
w
目
　
」
q
目
弐
o
H
目
－
　
O
O
冒
目
一
〇
『
o
山
嘗
－
　
O
o
o
o
　
（
H
0
N
ω
）
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

（
4
）
　
『
法
協
』
鴻
訳
、
『
神
法
』
八
木
訳
で
は
誠
実
な
取
得
と
な
っ
て

　
い
る
。
本
稿
で
は
従
来
の
用
法
に
従
っ
て
原
則
的
に
善
意
と
訳
し
て

　
い
る
。

（
5
）
　
葦
5
は
権
原
と
訳
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
が
、
所
有
権
と

　
駅
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
（
例
え
ぱ
道
田
・
プ
ラ
ウ
カ
ー
『
ア
メ
リ
カ

　
商
取
法
と
日
本
民
商
法
』
東
大
出
版
会
、
一
九
六
Q
牛
、
五
頁
）
。

　
権
原
は
、
ド
イ
ツ
法
の
里
軸
g
g
冒
・
完
全
な
所
有
権
（
物
品
に
関

　
す
る
す
ぺ
て
の
権
利
の
総
体
）
と
必
ず
し
も
同
一
視
さ
れ
る
も
の
で

　
は
な
く
、
そ
の
内
容
は
個
々
の
規
定
の
解
釈
に
よ
り
明
ら
か
に
さ
れ

　
る
（
雲
9
ω
o
戸
＞
自
昌
．
ω
一
麸
O
、
ω
．
o
。
ひ
）
の
で
あ
る
か
ら
、
本
論

　
稿
は
、
原
則
と
し
て
、
権
原
と
訳
出
す
る
。

（
6
）
　
串
o
－
ヨ
窃
一
＞
O
o
自
8
￥
巨
己
ω
“
目
ρ
｝
o
｛
O
o
昌
昌
9
o
ぎ
－
Ω
o
o
ρ

　
弓
嘗
岸
｝
“
（
Ψ
O
O
q
－
司
固
津
プ
　
】
〕
尉
o
－
o
蜆
自
H
o
－
自
O
o
目
一
H
凹
o
芹
　
『
O
H
目
－
串
庄
O
目
i

　
s
d
・
曳
津
．
■
．
射
o
く
－
ω
o
o
ガ
ω
o
o
o
o
目
．
N
（
H
ミ
o
o
）
．
ま
た
、

　
射
易
蟹
8
昌
彗
↓
（
ω
8
o
邑
）
o
｛
o
昌
茸
彗
｛
吻
N
曽
（
H
彗
ヰ
’
b
H
里
津

　
z
o
・
少
H
ξ
o
）
も
「
す
ぺ
て
の
契
約
は
各
当
事
者
に
そ
の
履
行
と

　
強
制
に
つ
き
誠
実
て
公
正
な
取
引
義
務
を
課
す
」
と
す
る
。

（
7
）
　
」
口
o
o
伽
H
l
N
0
ω
－
o
o
昌
旨
o
目
庁
一
H
（
≡
o
q
一
老
o
ミ
o
o
目
o
籟
o
↓
自
巴
げ
目
1

　
o
｝
↓
ブ
o
d
目
｝
O
『
員
1
O
O
昌
，
ヨ
0
H
0
討
－
O
o
O
〇
一
向
叶
げ
庁
μ
　
H
睾
－
9
　
凹
目
O

　
Ω
o
g
司
巴
ま
勺
胃
9
鶉
9
ご
ω
巴
ま
■
o
巳
岨
⊂
．
■
．
－
」
“
婁

　
（
岩
3
）
一
司
昌
冨
≠
g
ま
一
Ω
o
o
旦
　
『
巴
旨
弔
o
ユ
o
『
昌
彗
8
彗
ρ

　
o
o
昌
目
①
『
o
気
－
射
o
曽
蜆
o
目
嘗
σ
－
Φ
自
o
留
　
d
■
O
0
H
↓
｝
o
」
q
目
岸
o
コ
目
　
O
O
買
〒

　
自
一
〇
『
o
－
凹
－
O
o
鵯
9
　
ω
o
O
．
O
ブ
山
．
■
．
射
＾
w
く
一
ひ
①
9
ひ
①
α
1
α
ひ
N
（
H
唱
α
ω
）
■

（
8
）
　
崇
白
o
o
昌
w
ざ
O
巨
宍
o
目
弐
嘗
9
吊
H
ぎ
o
号
－
9
凹
目
ρ
肉
與
ユ
．
蜆
オ
o
峯

　
内
o
邑
£
＞
目
向
黎
閂
｝
o
目
↓
｝
o
－
自
H
巨
m
勺
H
自
o
o
目
o
o
　
o
｛
O
自
H
オ
o
峯

　
O
o
目
目
胃
9
巴
■
P
き
旨
く
…
1
■
－
寅
o
く
－
昌
ぎ
塞
o
o
（
岩
3
）
一

　
崔
昌
血
o
巨
ぎ
津
一
雲
o
・
享
冨
プ
庁
ω
o
；
ぎ
冒
ま
o
・
昌
o
o
冒
冒
o
・
巳
巴

　
○
邑
9
ミ
旨
a
．
■
．
肉
望
．
H
＄
一
H
g
（
；
宝
）
．

（
9
）
9
一
昌
9
P
H
豪
O
o
冒
昌
0
H
o
巨
U
o
o
巨
昌
良
Ω
o
o
o
句
葭
一
乎
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勺
昌
争
鶉
p
3
く
巴
①
■
．
－
1
－
o
等
（
岩
蟹
）
．

（
1
0
）
　
写
彗
ω
考
o
ユ
戸
彗
o
冨
冒
箒
、
一
黒
9
N
l
9
ざ
S
ご
峯
o
o
鶉
さ

　
呂
o
量
暑
8
o
。
一
津
塞
ひ
．
　
　
　
　
．

（
u
）
　
U
C
C
の
信
義
則
に
つ
い
て
は
、
沢
困
寿
夫
「
U
・
C
・
C
の

　
信
義
則
」
『
鈴
木
古
稀
・
現
代
商
法
挙
の
課
題
ω
』
有
斐
閣
、
一
九

　
七
五
年
、
三
二
九
頁
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
勺
守
試
o
戸
＞
目
自
．
ゲ
嘗
串
O
．
ω
．
H
3
■
凹
妻
ζ
印
自
♀
ω
巴
8
顯
■
ρ

　
宙
自
岸
ω
巴
g
葛
（
岩
富
）
一
宍
－
自
甲
豊
弓
量
；
ざ
ざ
卑
竃
1
3
・

（
H
）
　
穴
’
目
o
官
1
’
o
．
閏
計
ω
い
…
匡
顯
ミ
斤
－
顯
目
ρ
1
－
o
閏
“
o
o
‘
コ
モ
ン
・
ロ

　
ー
と
統
一
売
買
法
に
お
け
る
売
買
訴
訟
の
ほ
と
ん
ど
が
、
物
品
の
椀

　
原
の
移
転
問
題
を
合
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
｝
宮
ξ
巨
彗
p

　
－
α
一
p
一
N
0
．

（
1
4
）
　
穴
ま
o
膏
一
巨
－
黒
室
．

（
u
）
　
匡
嘗
幸
三
昌
♀
彗
o
量
昌
8
旨
一
算
8
・

（
茄
）
　
『
｝
9
ω
〇
三
＞
ヨ
昌
I
P
顯
顯
O
．
ω
．
－
ひ
．

（
〃
）
　
U
C
C
の
起
草
と
ル
ウ
ェ
リ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
H
三
亨

　
ま
o
目
一
H
（
胃
－
＝
o
孝
o
＝
く
目
彗
o
旨
o
射
雪
－
臣
峯
o
毒
冒
彗
一
ミ
o
1

　
ω
さ
（
岩
ご
）
に
詳
し
く
述
ぺ
ら
れ
て
い
る
。

（
1
8
）
　
＝
o
ミ
竺
着
一
ピ
旨
1
o
品
｝
ヨ
己
o
ぎ
O
昌
茸
豊
“
彗
o
凹
虫
片

　
｝
9
昌
戸
ご
声
ド
戸
r
・
P
肉
睾
－
－
竃
し
ま
ー
ま
N
（
H
ε
O
O
）
．

（
1
9
）
　
匿
目
o
目
一
豊
o
冨
；
冨
“
黒
竃
一
霞
o
誌
o
戸
＞
目
目
ω
一
竃
○
・

　
ω
・
量
つ
ま
り
一
括
概
念
思
考
か
ら
論
点
隈
定
思
考
（
墨
目
o
手

　
寡
島
亭
ぎ
ζ
轟
）
へ
の
移
行
で
あ
る
。
｝
嘗
考
ご
彗
阜
ω
ξ
量
宕
冨

　
も
一
鼻
2
．

（
2
0
）
　
d
o
o
吻
N
－
H
o
■
o
o
ヨ
；
昌
ご
区
目
o
司
二
ら
・
葦
宝
1
ま
一
例
え

　
ぱ
第
二
－
四
〇
一
条
（
権
原
の
移
転
）
、
第
二
－
五
〇
九
条
（
危
険

　
負
担
）
、
第
二
－
七
〇
九
条
（
代
価
講
求
訴
訟
）
、
な
ど
で
権
原
概
念

　
の
重
要
性
を
放
棄
し
て
い
る
。
か
か
る
ア
ブ
ロ
ー
チ
に
反
対
す
る
も

　
の
、
タ
＾
－
＝
岨
↓
O
目
－
　
H
け
O
■
ρ
毛
　
O
｛
ω
巴
O
蜆
－
曽
　
↓
｝
O
　
勺
H
O
勺
O
而
O
｛

　
d
邑
－
o
H
目
o
o
昌
目
g
o
軍
一
〇
〇
〇
9
　
3
匡
胃
く
．
■
－
勾
o
く
－
㎞
β
一

　
ま
o
。
（
岩
8
）
、
賛
成
す
る
者
O
O
ま
貝
H
ぎ
ζ
目
胃
8
冒
O
O
昌
．

　
自
－
o
『
o
ぎ
－
　
O
O
O
『
－
ω
巴
o
岨
一
ω
げ
o
自
－
ら
　
津
　
げ
o
　
向
目
嘗
o
け
o
O
～
　
㎞
o
　
く
饅
－
o

　
■
．
－
o
o
旨
一
〇
〇
畠
（
－
潰
o
）

（
2
1
）
　
内
ぎ
甲
巨
．
黒
豊
－
竃
・

（
2
2
）
尚
・
U
C
C
の
方
法
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
統
一
商

　
事
法
典
に
お
け
る
法
典
方
法
諭
の
理
論
構
造
－
法
源
論
・
解
釈
方

　
法
諭
を
中
心
と
し
て
－
」
『
一
橋
輸
叢
』
八
五
巻
三
号
、
一
九
八

　
一
年
、
二
一
五
頁
参
照
「

（
刎
）
　
曽
嘗
毫
却
－
P
ヨ
O
i
O
自
ユ
目
o
司
　
顯
目
　
H
目
一
勺
『
o
，
0
H
　
H
o
自
ρ
o
H
　
o
｝
　
］
一
ご
o

　
ヰ
o
O
巨
閂
↓
｛
9
蜆
…
勺
與
餉
戸
　
弔
『
o
m
o
目
片
単
自
ρ
　
O
o
目
1
目
5
『
o
ぶ
－
　
O
o
創
9
　
阜
o

　
峯
ヲ
自
1
■
1
肉
o
く
．
ひ
o
“
α
o
o
o
（
岩
S
）
－
吊
｝
9
蜆
o
戸
＞
目
∋
．
ω
一
顯
脾
O
・

　
ω
・
～
o
。
一
Ω
一
目
o
『
9
岨
ξ
曇
自
o
8
ド
呉
；
篭
一
本
稿
は
諭
点
を

　
U
C
C
に
絞
っ
て
い
る
の
で
、
英
米
法
の
コ
モ
ン
・
ロ
ー
に
つ
い
て

　
は
、
前
掲
注
（
2
）
喜
多
論
文
、
前
掲
注
（
1
）
安
永
諭
文
三
二
〇

　
－
三
二
一
員
を
参
照
さ
れ
た
い
。
尚
公
の
市
場
（
竃
胃
ぎ
叶
O
き
ユ
）

　
原
則
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
評
価
が
分
か
れ
て
い
る
点

　
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
乞
蕩
戸
ω
巴
o
旨
峯
胃
ぎ
“
O
く
曾
戸

　
一
〇
〇
ひ
z
而
峯
■
・
㌣
－
H
0
一
－
H
0
N
（
H
o
N
ひ
）
。
ア
メ
リ
カ
で
も
否
方
北
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的
見
解
5
晶
一
豊
勺
屋
自
o
ま
“
卑
ω
o
。
、
肯
定
す
る
も
の
｝
葭
尋
苧

　
　
－
彗
戸
彗
勺
量
昌
試
豊
一
算
蜆
O
・
。
1
曽
〇
一
S
O
自
■
｛
に
分
け
ら
れ

　
　
る
。

（
脾
）
　
　
（
｝
自
目
一
〇
H
o
－
　
－
o
．
　
顯
一
　
－
o
㎞
“
．

（
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）
　
勺
円
9
ω
o
｝
■
＞
目
目
．
ω
－
嘗
顯
〇
一
ω
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〇
〇
〇
1
ω
o
…
｝
顯
考
区
凹
目
p
岨
自
o
H
蛯

　
　
自
O
“
O
　
M
い
、
　
凹
↓
　
N
一
〇
…
　
穴
｛
目
O
口
、
　
蜆
自
弓
H
P
　
目
O
↓
O
　
N
i
　
里
“
　
ω
O
O
■

（
2
6
）
　
d
O
O
伽
N
－
｛
o
ω
－
O
o
目
目
5
目
市
H
…
｝
陣
峯
岸
葭
昌
ρ
－
－
o
■
芭
一
N
－
o
…

　
　
勺
h
9
岬
o
戸
饅
顯
O
．
ω
．
吻
ω
o
－

（
2
ア
）
　
Ω
目
目
冒
P
彗
弓
墨
自
o
ざ
ド
串
↓
－
o
㎞
鵯
一
だ
が
ギ
ル
毛
ア
は
次

　
　
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
…
B
が
A
か
ら
物
品
乞
買
う
場
合
に
は
、
B

　
　
は
A
の
権
原
を
取
得
し
、
二
の
権
原
を
第
三
取
得
者
に
移
転
す
る
こ

　
　
と
が
で
き
る
。
②
B
が
A
か
ら
物
晶
を
盗
ん
だ
場
合
に
は
B
は
権
原

　
　
を
取
得
せ
ず
、
従
っ
て
取
得
者
が
善
意
で
あ
ろ
う
と
、
何
ら
移
転
す

　
　
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
敢
消
可
能
権
原
は
ω
と
②
の
中
間
に
位
置
す

　
　
る
。
㈹
B
が
A
の
物
品
の
占
有
を
詐
歎
に
よ
り
取
得
す
る
場
合
、
B

　
　
は
A
に
対
し
て
物
品
を
保
持
す
る
権
利
を
有
さ
な
い
が
、
B
は
善
意

　
敢
得
者
に
権
原
を
移
転
す
る
権
能
を
有
す
る
。

（
㎎
）
　
　
勺
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o
↓
蜆
o
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．
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－
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－
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］
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－
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．
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．
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．
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＝
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勺
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蜆
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．
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．
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＝
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蜆
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．
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目
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．
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蜆
－
蜆
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呼
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自
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H
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ま
　
N
　
凹
↓

　
革
－
1
　
H
4
o
叶
o
、
　
－
o
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嘗
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ぴ
o
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－
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①
o
o
～
■
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）
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計
P
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顯
片
ひ
o
o
ω
ー
ひ
o
o
㎞
一
弔
皆
蔚
o
戸
凹
芭
O
．
o
o
l
軌
ω
一

（
4
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）
　
勺
ぼ
蔚
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戸
顯
串
O
－
ω
1
㎞
ひ
－
α
N
一
オ
o
↓
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己
．
葭
｛
ひ
o
o
｝
－
α
o
o
9

（
〃
…
）
　
　
乞
o
↓
〇
一
　
－
o
’
　
β
↓
　
①
o
o
ω
1
ひ
o
o
占
1
　
①
o
o
ひ
．

（
4
3
）
　
勺
8
房
o
戸
＞
目
昌
．
ω
一
賞
嘗
O
‘
ω
－
α
o
I
N
ジ
2
0
3
一
－
ρ
一
曽
一
①
o
o
①

　
1
①
o
o
o
o
…
　
向
芭
ミ
斤
－
凹
自
o
－
　
蜆
自
勺
『
宮
　
目
o
↑
①
　
N
ω
i
　
印
片
　
N
ト
o
o
．

（
4
4
）
　
実
o
敦
o
戸
彗
9
ω
・
a
－
S
・
例
外
は
、
第
三
－
三
〇
五
条

　
　
一
項
金
銭
、
第
七
－
五
〇
二
条
流
通
権
原
証
券
で
あ
る
。

（
妬
）
　
勺
円
9
叩
o
戸
凹
串
O
．
ω
一
N
0
I
o
o
〇
一
老
o
ざ
一
蜆
筥
一
〕
『
■
目
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ひ
o
．
o
．
1
①
o
．
o
、
喜
多
、
前
掲
注
（
2
）
、
五
九
0
1
五
九
一
頁
、
安
永
、

　
前
掲
注
（
1
）
、
三
二
一
頁
。

（
4
6
）
　
勺
庁
蔚
o
F
凹
餌
O
．
ω
l
o
ω
i
o
㎞
．

（
〃
）
｝
姜
巨
竃
p
眈
毛
冨
冒
“
o
塞
一
卑
N
8
一
s
－
．

（
4
8
）
　
勺
δ
詠
o
戸
印
■
目
一
ω
一
芭
里
O
．
ω
一
－
H
N
－
H
H
㍗
　
Z
o
ざ
一
望
』
o
量

　
目
o
↓
0
N
0
0
　
嘗
一
Φ
o
o
〇
一

（
仰
）
雷
串
毫
区
竃
p
唖
毛
量
目
g
o
。
。
ω
一
算
s
o
．

（
5
0
）
　
弔
δ
房
o
戸
＞
目
昌
一
P
里
里
〇
一
ω
一
－
H
｛
1
一
H
㎞
一
穴
山
目
的
一
蜆
自
一
〕
昌

　
旨
o
訂
さ
呉
ω
H
．
商
人
資
椅
に
つ
い
て
、
ア
メ
リ
カ
で
農
場
主
に

　
つ
き
論
争
が
あ
る
。
o
n
ρ
自
旨
閏
津
p
尿
－
o
冒
一
彗
、
片
葭
o
鵯
旨
0
H
l

　
o
｝
印
自
片
～
－
H
巨
o
句
串
H
自
－
o
’
　
o
0
N
　
0
9
目
．
　
■
．
　
－
　
H
ω
｝
　
（
H
0
刈
刈
）
－

　
U
o
旨
P
H
－
o
　
旨
0
H
0
｝
里
箏
“
　
O
－
里
窃
　
O
｛
　
＞
H
戌
o
－
o
　
ド
　
　
司
嘗
H
昌
o
昂
一

　
∪
o
g
o
鶉
一
臼
自
｛
O
“
｝
昌
P
－
旧
吋
、
オ
里
m
F
d
一
■
一
〇
一
－
一
ω
o
冨
自
P

　
、
句
里
『
自
一
弔
『
o
O
自
o
冨
、
．
自
目
旦
o
『
芹
ヴ
o
d
O
O
－
H
蜆
嘗
ω
O
o
9
嘗
一
〇
－
智
鵠
昌
・

　
○
凹
庄
O
目
U
鶉
≡
巴
〕
－
O
｝
一
阜
N
H
O
メ
曽
蜆
■
1
宛
O
く
．
ω
O
O
（
－
O
α
O
）
1
U

　
C
C
に
お
け
る
商
人
概
念
は
「
当
該
種
類
の
物
品
を
取
引
す
る
者
、

　
ま
た
は
、
自
己
の
職
業
に
よ
り
当
該
取
引
に
含
ま
れ
る
実
務
も
し
く

　
は
商
晶
に
特
有
の
知
識
も
し
く
は
技
能
を
有
す
る
外
観
を
呈
す
る
者
、

　
あ
る
い
は
、
か
か
る
知
識
ま
た
は
技
能
を
有
す
る
外
観
を
呈
す
る
代

　
理
人
、
仲
立
人
ま
た
は
そ
の
他
の
仲
介
者
を
雇
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
か
か
る
知
識
も
し
く
は
技
能
を
自
己
に
帰
属
さ
せ
る
者
」
（
U
C
C

　
第
二
－
一
〇
四
条
一
項
）
と
規
定
さ
れ
る
。
商
人
と
非
商
人
を
明
確

　
に
区
別
し
、
一
定
分
野
に
お
け
る
業
者
間
の
取
引
ル
ー
ル
は
、
偶
発

　
的
・
無
経
験
な
売
主
・
買
主
に
は
適
用
の
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し

　
て
い
る
（
同
・
コ
メ
ン
ト
）
。
し
か
も
商
人
概
念
は
、
買
主
・
取
得

　
者
側
か
ら
み
て
、
営
業
活
動
の
広
範
な
領
域
に
い
る
者
を
商
人
と
す

　
る
。
し
か
も
尊
門
的
代
理
人
を
使
用
し
て
取
引
を
行
な
う
と
き
は
、

　
商
人
と
し
て
の
責
を
負
う
。

（
趾
）
　
～
H
9
蜆
o
戸
嘗
顯
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一
ω
一
－
H
｝
1
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H
①
一

（
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勺
3
荻
o
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嘗
良
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1
ω
．
旨
α
1
畠
3
目
里
三
｛
旨
自
戸
豊
弓
曇
目
o
宥

　
N
ω
一
箒
N
～
－
．

（
5
3
）
ζ
O
O
吻
－
1
8
－
（
o
）
一
〇
〇
昌
旨
竃
ヰ
は
、
通
常
の
取
引
過
程

　
に
い
る
買
主
だ
け
を
保
護
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
5
4
）
　
O
O
O
吻
－
l
N
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H
　
（
o
）
ω
．
ω
．
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O
O
O
吻
o
o
l
阜
o
少
　
0
9
目
目
o
目
計
o
〇
一

（
蛎
）
　
O
O
O
吻
－
l
o
o
o
－
　
（
N
㎞
）
－

（
5
7
）
　
良
9
岨
o
F
＞
目
昌
．
ω
一
墨
○
．
ω
．
－
竃
1
H
畠
．

（
囎
）
　
曳
o
汰
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戸
竃
ρ
ω
一
H
H
P
旨
o
。
。
委
託
は
、
委
託
者
の
権
利
を

　
移
転
す
る
と
い
う
法
的
能
カ
を
商
人
に
付
与
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
所

　
有
者
で
は
な
い
者
が
委
託
を
し
て
も
、
善
意
取
得
は
成
立
し
な
い
。

　
所
有
者
の
与
因
行
為
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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